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JCJCSSS2S20周0周年記念シンポジウム開年記念シンポジウム開催催
12月2日捷、東京都千代田のイイノホールで

開
に
つ
い
て
〜
温
度
計
メ
ー

カ
の
温
度
校
正
サ
ー
ビ
ス
〜

（
山
里
産
業
珂
標
準
室
長
丸

野
耕
一
）
▽
講
演
5
＝
計
量

標
準
開
発
の
現
状
と
今
後
の

J
C
S
S
へ
の
貢
献
（　

産
（独）

業
技
術
総
合
研
究
所
計
量
標

準
総
合
セ
ン
タ
ー
代
表
三
木

幸
信
）

　

藤
間
一
郎　

製
品
評
価
技

（独）

術
基
盤
機
構
認
定
セ
ン
タ
ー

所
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
し

た
。

　

懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
参

加
者
が
交
流
し
た
。

新
た
な
出
会
い
の
場
に

　

同
時
開
催
で
、
J
C
S
S

登
録
事
業
者
に
よ
る
展
示
会

を
開
催
し
た
。
事
業
紹
介

コ
ー
ナ
ー
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。
参
加
者
同
士
の
情

報
交
換
、
交
流
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
た
。

モ
ノ
づ
く
り
を
計
測
の
信
頼

性
確
保
で
支
え
て
き
た
J
C

S
S
の　

年
の
歩
み
を
振
り

20

返
り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
と

し
て
、
計
量
標
準
の
開
発
状

況
や
中
小
企
業
・
公
設
試
験

研
究
機
関
等
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
紹
介
し
た
。
5
つ

の
講
演
の
演
目
と
講
演
者
は

つ
ぎ
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▽
開
会
・
講
演
1
＝
J
C
S

S
の　

年
間
（　

製
品
評
価

20

（独）

技
術
基
盤
機
構
理
事
長
安
井

至
）
▽
講
演
2
＝
日
本
の
モ

ノ
作
り
を
支
え
る
計
測
の
重

要
性
に
つ
い
て
（
ダ
イ
ヤ
精

機
珂
代
表
取
締
役
社
長
諏
訪

貴
子
）
▽
講
演
3
＝
東
京
都

立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
試
験
事
業
の
高
品

質
化
と
海
外
展
開
支
援
へ
の

取
り
組
み
（（
地
独
）
東
京
都

立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

経
営
企
画
部
経
営
企
画
室
主

任
研
究
員
岩
永
敏
秀
）
▽
展

示
お
よ
び
休
憩
▽
講
演
4
＝

当
社
の
J
C
S
S
業
務
の
展

い
る
。利
用
促
進
方
策
で
は
、

中
堅
・
中
小
企
業
に
よ
る
計

量
標
準
の
利
用
拡
大
、
公
設

試
験
研
究
機
関
の
活
用
に
よ

る
中
小
企
業
支
援
促
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ

か
け
に
、
新
た
な
計
量
標
準

ユ
ー
ザ
ー
の
開
拓
や
J
C
S

S
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に

繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。5

つ
の
講
演

　

来
賓
と
し
て
経
済
産
業
省

産
業
技
術
環
境
局
の
安
永
裕

幸
審
議
官
（
産
業
技
術
・
基

準
認
証
担
当
）
が
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
J
C

S
S
は
『
安
全
と
あ
な

た
の
未
来
を
支
え
ま

す
』」。
5
つ
の
講
演
が

あ
っ
た
。

　

講
演
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
、
日
本
の

　

周
年
迎
え
た
J
C
S
S

20
　

1
9
9
3
（
平
成
5
）
年

に
創
設
さ
れ
た
J
C
S
S

（
計
量
法
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
制
度
）
は
、　

月
1
日

11

に　

周
年
を
迎
え
た
。
J
C

20
S
S
は
計
量
標
準
供
給
制
度

と
校
正
事
業
者
登
録
制
度
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
校
正
事

業
者
登
録
制
度
を
N
I
T
E

認
定
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
。

今
後
の
発
展
を
期
待

　

経
済
産
業
省
が
開
催
し
た

「
新
た
な
知
的
基
盤
整
備
計

画
及
び
具
体
な
利
用
促
進
に

関
す
る
検
討
会
」（
小
野
晃
座

長
）
で
、「
計
量
標
準
に
関
す

る
新
た
な
整
備
計
画
・
利
用

促
進
方
策
」
が
策
定
さ
れ
て

J
C
S
S　

周
年
記
念
特
集
敢 

陰
隠
韻
面

20

2
0
1
3
年
度
経
済
産
業
大
臣
表
彰
柑
受
賞
者
経
歴
と
感
想 
吋
面

2
0
1
3
現
場
の
計
測
管
理
座
談
会 

右
面

「
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会
2
0
1
3
」
開
催
、
速
度

違
反
取
り
締
ま
り
で
装
置
の
誤
操
作 

宇
面

私
の
履
歴
書
「
馬
場
文
平
」
棺
、
社
説 

烏
面

長
野
計
器
が
独
エ
ル
モ
ス
社
・
米
S
M
I
社
と
業
務
提
携
、
名
古
屋 

市
計
量
優
良
店
等
を
表
彰
、
放
射
線
測
定
に
関
す
る
講
習
会
な
ど 

羽
面

今週の主な記今週の主な記事事

（1） 2013年（平成25年）12月8日（日）第 2991号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　
　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
（
N
I
T
E
）
は
、
J
C

（独）
S
S
（
計
量
法
ト
レ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
）
が　

月
1
日

11

に
創
設　

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、　

月
2
日
俄
、
東

20

12

京
都
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
「
J
C
S
S　

周
年

20

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
約
5
0
0
人
が
参
加

し
た
。
シ
ン
ポ
で
は
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
計
測
の
信
頼

性
確
保
と
い
う
形
で
支
え
て
き
た
J
C
S
S
の　

年
の
歩

20

み
と
現
在
の
状
況
、「
未
来
」
へ
の
展
望
を
、
各
講
演
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹
介
し
た
。
同
時
に
、
J
C
S
S

登
録
事
業
者
に
よ
る
展
示
会
を
開
催
し
た
。

　

年
の
歩
み
と
展
望
を
紹
介

20メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
J
C
S
S
は『
安

全
と
あ
な
た
の
未
来
を
支
え
ま
す
』」

5
つ
の
講
演
で
J
C
S
S
の
今
が
明
ら
か
に
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特
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第
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乙
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シンポジウムのようす

安井至理事長

展示会のようす

　

月
の
Ｉ
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3
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Ｗ
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■
5
0
0
名
を
超
え
る
人
々

が
訪
れ
た

　
「
J
C
S
S　

周
年
記
念

20

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
は
、
座

席
定
員
5
0
0
名
の
と
こ
ろ

に
事
務
局
な
ど
の
関
係
者
を

含
め
る
と
5
0
0
名
を
超
え

る
人
々
が
訪
れ
る
催
し
と

な
っ
た
。

■
計
量
の
確
か
さ
は
、
確
か

さ
の
確
認
の
連
続
に
よ
っ

て
、
確
立
さ
れ
る

　

計
量
の
確
か
さ
は
、
確
か

さ
の
確
認
の
連
続
に
よ
っ

て
、
確
立
さ
れ
る
。
確
か
さ

を
社
会
的
に
確
実
に
保
証

し
、
担
保
す
る
し
く
み
は
、

計
量
法
が
定
め
た
検
定
制
度

や
ハ
カ
リ
の
場
合
の
検
定
周

期
の
合
間
の
定
期
検
査
な
ど

で
あ
る
。

■
計
量
器
の
校
正

　

そ
の
よ
う
な
計
量
法
な
ど

の
法
律
に
よ
る
計
量
と
計
測

の
確
か
さ
を
確
保
す
る
道
と

は
別
に
、
計
量
と
計
測
に
関

し
て
本
来
的
に
根
源
的
に
備

え
る
べ
き
要
素
と
し
て
の
、

計
量
器
の
確
か
さ
、
所
期
の

精
密
さ
の
確
認
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
こ
う
し
た
確
認
の

行
為
を
校
正
と
い
う
。

　

校
正
は
使
用
者
自
ら
が
お

こ
な
う
べ
き
行
為
で
あ
る
。

使
う
計
測
器
の
確
か
さ
を
自

ら
が
確
認
す
る
、
こ
れ
が
基

本
で
あ
る
。

　

使
用
者
が
自
ら

こ
の
精
密
さ
を
確

認
で
き
な
く
な
る

領
域
が
あ
り
、
多

く
の
場
合
は
計
測

器
の
精
密
さ
が
高

い
と
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
場
合
に

は
計
測
機
器
メ
ー

カ
ー
あ
る
い
は
計

測
器
の
校
正
事
業

者
に
計
測
器
の
精

密
さ
の
確
認
を
代

行
さ
せ
る
。

　

そ
の
計
測
機
器

を
使
っ
て
測
っ
た
計
測
値
の

信
用
性
を
示
す
方
法
と
し

て
、
そ
の
計
測
機
器
が
所
定

の
精
密
さ
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
社
会
や
相
手
に
開
示
す

る
こ
と
が
な
さ
れ
る
。

■
計
量
法
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
制
度

　

そ
う
し
た
こ
と
の
一
つ
と

し
て
計
量
法
に
関
係
し
て
計

測
機
器
な
ど
を
校
正
す
る
事

業
者
が
領
域
を
指
定
し
て
、

校
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
を
認
定
登
録
す
る
し
く
み

が
あ
る
。
こ
れ
が
計
量
法
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
に
お

け
る
登
録
事
業
者
で
あ
り
、

一
般
に
J
C
S
S
登
録
事
業

者
と
い
う
。
J
C
S
S
はJa

p
an
C
alib
ration

S
er

v
ice
S
y
stem

と
い
う
英

語
の
頭
文
字
を
連
ね
た
略
称

で
あ
る
。

　

計
量
法
関
係
法
令
で
区
分

な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

領
域
に
は
J
C
S
S
登
録
事

業
者
は
存
在
し
得
な
い
。
そ

の
領
域
を
増
や
し
て
そ
こ
で

仕
事
を
す
る
登
録
事
業
者
の

数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
の
制
度
を
運
営
し
て

い
く
上
で
大
事
な
こ
と
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

■
J
C
S
S
校
正
と
一
般
校
正

　

J
C
S
S
登
録
事
業
者
に

よ
る
校
正
業
務
は
幾
通
り
か

あ
る
。
社
会
的
に
公
示
し
た

り
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
場

面
な
ど
で
は
、
規
定
に
準
拠

し
た
校
正
業
務
で
そ
れ
を
証

明
す
る
書
面
を
添
え
る
J
C

S
S
校
正
が
あ
る
。
そ
う
し

た
要
件
が
求
め
ら
れ
な
い
場

面
で
は
、
J
C
S
S
校
正
証

明
書
を
付
け
な
い
方
式
の
一

般
校
正
が
あ
る
。

■
基
準
器
検
査
と
J
C
S
S

校
正
証
明
書

　

求
め
ら
れ
れ
ば
国
家
計
量

標
準
と
同
等
の
精
密
さ
を
実

現
す
る
校
正
業
務
と
し
て
の

J
C
S
S
校
正
業
務
が
あ

り
、
そ
の
校
正
証
書
が
あ
れ

ば
国
な
ど
が
実
施
す
る
基
準

器
検
査
の
技
術
面
の
要
件
を

満
た
す
と
い
う
こ
と
で
、
登

録
事
業
者
か
ら
交
付
を
受
け

た
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、器
差
の
検
査
は
、

こ
の
証
明
書
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。J
C
S
S

校
正
だ
か
ら
超
精

密
級
の
校
正
が
で

き
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、関
係
法

令
の
規
定
を
満
足

し
て
い
る
の
で
信

用
性
と
証
明
性
が

高
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

■
求
め
ら
れ
る
必

要
な
計
測
を

　

計
量
法
に
よ
る
検
定
と
検

査
以
外
に
は
、
計
量
器
の
精

密
さ
が
確
保
さ
れ
た
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と

い
う
、
認
識
の
誤
り
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
計
測
器
の

所
有
者
や
使
用
者
が
そ
の
計

測
器
の
所
期
の
精
密
さ
を
確

認
し
、
確
認
さ
れ
た
精
密
さ

に
よ
っ
て
計
測
し
、
粗
雑
す

ぎ
ず
必
要
以
上
に
精
密
す
ぎ

な
い
計
測
値
を
求
め
る
こ
と

が
、
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
計
測
の
平
和
な
状

態
で
あ
る
。

　

排
泄
が
あ
る
た
び
に
体
重

が
変
化
し
、
呼
吸
を
す
る
た

び
に
吐
息
に
含
ま
れ
て
水
蒸

気
が
放
出
さ
れ
る
状
態
の
体

重
を
、
0
・
0
1
守
で
測
定

す
る
こ
と
は
、
普
通
の
生
活

に
お
け
る
体
重
管
理
に
は
も

と
め
ら
れ
な
い
。そ
れ
を
0
・

0
1
守
で
体
重
変
化
を
求
め

よ
う
と
す
る
と
特
別
な
体
重

計
を
用
意
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
2
0
0
0
円
で

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
重

計
を
わ
ざ
わ
ざ
2
0
0
万
円

か
2
0
0
0
万
円
を
だ
し
て

買
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

　

粗
す
ぎ
ず
、細
か
す
ぎ
ず
、
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体
と
な
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る

と
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よ
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■
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用
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大
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期
待

　

5
0
0
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
者
の
多
く
は
J
C
S

S
認
定
事
業
に
関
係
す
る

人
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か

に
は
品
質
管
理
、
計
測
管
理

業
務
の
責
任
者
な
ど
、
ユ
ー

ザ
ー
側
の
人
々
も
多
く
含
ま

れ
て
い
た
。
認
定
事
業
者
の

側
に
は
、
こ
の
制
度
が
さ
ら

に
普
及
し
、
そ
の
こ
と
と
相

ま
っ
て
世
の
な
か
に
知
ら

れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
対

す
る
強
い
期
待
が
あ
る
よ
う

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
質
疑

の
場
で
は
富
山
か
ら
参
加
し

た
塩
﨑
利
平
氏
が
こ
の
こ
と

に
触
れ
る
発
言
を
し
て
、
制

度
を
運
営
す
る
行
政
機
関
に

要
望
し
た
。

質問も活発に

JCSS20周年シンポ会場のようす

〒125‐0042東京都葛飾区金町2-1-1
TEL03̶3607̶2328　 FAX03̶3607̶2348

温度･圧力 
三和計器 

指 示 計  調 節 計  

TEL.03（5984）3362（代） 

www.sanwakeiki.com

記 録 計  
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■お問い合わせ先
 旭計器工業株式会社 校正事業部
 〒520-3106　滋賀県湖南市石部中央3-6-1
校正事業部
ＴＥＬ：0748-77-3136　ＦＡＸ：0748-77-5673
 URL http://www.asahigauge.co.jp/
【登録に係る区分】圧力
【法律に基づく初回認定年月日または初回登録年月日】2013（平成25）年5 月23 日
【校正手法の区分の呼称[登録年月日]】圧力計[2013（平成25）年5 月23 日]
【恒久的施設でおこなう校正／現地校正の別】恒久的施設でおこなう校正

　旭計器工業（株）（楠輝雄社長）校正事業部は、2013（平成25）年5月23日に、約6年の月日をかけ
て圧力区分のJCSS校正事業者として登録された。認定登録番号は0301。旭計器工業は、1916（大正5）
年6月に大阪市港区に圧力計およびガス調節機器の製造販売を目的として創業した。
　たゆまぬ研究と努力を重ね、圧力計総合メーカーとして事業を展開している。
　近年、産業をとりまく環境の変化はめざましく、圧力計は装置産業を始め、あらゆる産業におけるシ
ステム化、高度化、無人化、デジタル化となり、その用途が広がり重要性もますます高くなってきてい
る。近年広く浸透してきているのが測定の不確かさであり、顧客からの問い合わせも増加したことから、
2007（平成19）年からJCSS登録へ向け準備を始め、約6年かかって、2013（平成25）年5月23日付
けで同社校正事業部はJCSS校正事業者として登録された。
　従来より圧力計の設計、製造および校正を中心に業務をおこなってきているが、近年、計測器管理に
対応するためのトレーサビリティ証明の要求が圧力計においても増えているなかでJCSS制度が必要不
可欠となり、今後もニーズが増えることを見込み、圧力計メーカーとしてJCSS登録へ向けて、全社を
挙げて取り組んだ。従来からISO9001を取得していたがISO／IEC17025で要求されている技術的要求
事項についての知識が少し不足していたために、要求事項および不確かさについて理解することから始
めた。またISO／IEC17025は組織の独立性を求められることから、校正事業部として本社の組織から
独立させることで対応した。校正事業部の要員は同社での業務を兼任していることから、外部および内
部からの圧力を受けない体制を整えることに大変苦慮した。
　機械式圧力計の校正については従来から実施していた校正方法を基に手順書を作成し、運用すること
ができた。重錘形圧力天びんの校正においては従来、計量法基準器検査規則に沿った校正方法の知識し
かなかったが、圧力比較の連鎖を実現するためにクロスフロート法を採用した。不慣れな手法であった
ことから、クロスフロート法での校正手順の確立、手願書の作成、さらに校正における不確かさ要因を
特定し、算出するまでに多くの労力を費やした。
　旭計器工業の今後の展開として、圧力のJCSS登録事業者は、17事業者（2013年10月現在）と他の
量に比べると少なく、その中でも機械式圧力計（液体ゲージ圧力）の校正を250MPaまで対応している
のは3事業者のみであることから、今後は圧力計メーカーである特長を活かして、校正証明書付き圧力
計の販売や迅速な修理、調整、校正サービスを展開することで、幅広い顧客ニーズに対応していく。
　また、関西方面の圧力計メーカーからの校正依頼を中心に業務を進め、関西圏でのJCSS校正事業者
としての代名詞となるよう業界へのJCSS校正の普及活動を展開することで市場の拡大をおこない、社会
に貢献したいと考えている。

旭計器工業株式会社
JCSS登録番号：0301

■お問い合わせ先
 株式会社横田計器製作所 校正センター
〒 110-0006　東京都台東区秋葉原3-7
ＴＥＬ：03-3251-7088　ＦＡＸ：03-3251-7084
 URL http://www.yokotakeiki.co.jp/
【登録に係る区分】密度・屈折率
【法律に基づく初回認定年月日または初回登録年月日】2013（平成25 ）年9 月5 日
【国際MRA 対応初回認定年月日】2013（平成25）年9 月5 日
【校正手法の区分の呼称[登録年月日]】固体密度標準器等[2013（平成25）年9 月5 日]、
浮ひょう[2013（平成25）年9 月5 日]
【恒久的施設でおこなう校正／現地校正の別】恒久的施設でおこなう校正
 　

■校正センターの御案内（JCSS校正）
このたび弊社校正センターはJCSS校正事業者として登録されました。
「密度・屈折率」JCSS 0307は当校正センターの認定番号です。
また、MRAとのサブライセンス契約により国際ＭＲＡ対応認定事業者として認定を受けま
した。《 ISO/IEC17025:2005（JIS Q 17025:2005）》
当校正センターでは、浮ひょう（浮きばかり）だけでなく、固体密度の校正もおこなえま
す。固体密度の校正は、日本では弊社が初めての登録認定となります。一般的な固体の校正
はもとより、シリコン単結晶を参照標準としての供給もできます。
これを機会に、弊社校正センターをご活用を頂きたく、ご案内申し上げます。
JCSS校正（衡量法・JCSSロゴがトレーサビリティを証明します）
A．固体密度標準器等
1.参照標準用シリコン単結晶　2.固体（金属、ガラス等）　※具体的にはご相談ください
B．浮ひょう 
1.密度浮ひょう　2.比重浮ひょう　3.酒精度浮ひょう　4.重ボーメ度浮ひょう　5.日本酒
度浮ひょう
6.以下の対象についてもJCSSロゴ付の校正がおこなえます 　※比重からの換算
6-1.軽ボーメ度浮ひょう　6-2.牛乳度浮ひょう　6-3.しょ糖度浮ひょう　6-4.API度浮ひょ
う　6-5.トワッデル度浮ひょう
※メーカートレーサビリィティ校正（従来型）
従来通りのメーカートレーサビリティ校正についても引き続きおこないます
計量法で決められた検査液による比較法での校正をおこないます。ただし、JCSSのロゴは
付きませんのでご注意ください。 
どんなことでもお気軽にご相談・お問い合せください。
【会社概要】
本社 東京都台東区秋葉原3-7　横田ビル2F　
TEL：03-3251-7088（代）　FAX：03-3251-7084 
工場 東京都足立区大谷田3-8-22
 TEL：03-3605-6405　FAX：03-3605-6402 

株式会社横田計器製作所
JCSS登録番号：0307

計測機器校正と
ＪＣＳＳ制度を
利用するための
利用者向け
WEBサイト

日本計量新報社が
JCSS制度
JCSS事業者
を支援する

WEBサイトを

オープンしました。

http://www.keiryou-
keisoku.co.jp/
jcss/jcssweb.htm
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圧力計

1日本酒度

imac-01
JCSS

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/jcss/shimbun_1.htm

